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１． 

 

「何故、8 月後半から感染が急速に減少したか」は今後のコロナ対策を考えていく上で重要

な問いである。 

 

２． 

 

8 月中旬の時点で「人流がその後増加しても」8 月後半から感染減少が起こる可能性を提示

していたモデルは、私が現時点で把握している限りでは平田モデルのみである。 

 

https://www.covid19-ai.jp/ja-

jp/presentation/2021_rq3_countermeasures_simulation/articles/article150/ 

 

 

３． 

 

従って、平田分析・平田分析と当時の他チームによる分析の違いを理解することは「急速な

感染減少の要因」を理解するうえで役に立つと考える。 

 



 
 

４． 

 

平田さんが 10 月 19 日に発表された「7-9 月における新規陽性者数の増加と減少について」

はその理解のための貴重な資料である。 

 

https://www.covid19-ai.jp/ja-

jp/presentation/2021_rq3_countermeasures_simulation/articles/article175/ 

 

 
 

５． 

 

私の現時点での推測は、「平田さんの機械学習モデルが過去の約 120 日周期（のようなもの」



を学習していたこと」が他の分析との違いに大きく貢献している、というもの。 

 
６． 

 

120 日周期の定量的な重要性は、藤井仲田チームの「（10 月 25 日）東京での感染減少の要

因:定量分析」でも示されている。 

 

https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Slides_20211025.

pdf 

 

 
 

120 日周期の存在の政策含意は「何故そういった周期がこれまで観察されたか」に依存する

ことには留意。 


